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の
り
子
の
週
刊
日
誌
（主
な
も
の
） 

３
月
３
日 

一
般
質
問
２
日
目 

４
日 

質
問
準
備 

５
日 

党
会
議
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
総
会
、
障
害
者 

家
族
の
つ
な
が
り
を
広
め
る
文
化
祭 

メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
業
者
説
明
会 

６
日 

一
般
質
問
３
日
目
、
雑
賀
光
夫
議
員
、 

 
 

７
日 

一
般
質
問
４
日
目 

奥
村
の
り
子 

 
 

８
日 

一
般
質
問
５
日
目 

国
際
婦
人
デ
ー 

 
 

９
日 

予
算
特
別
委
員
会 

市
駅
前
無
料
生
活
相
談 

 
 

 

  

 

 

 

国
が
大
阪
市
内
の
学
校
法
人
「
森
友
学
園
」
に
、
９
億
５
６

０
０
億
円
の
国
有
地
を
ご
み
処
理
費
用
を
差
し
引
き
除
染
費

用
を
支
払
い
実
質
２
０
０
万
円
と
言
う
二
束
三
文
で
売
却
し

た
問
題
は
テ
レ
ビ
も
報
道
す
る
が
不
可
解
で
分
か
り
に
く
い
。 

元
経
産
省
官
僚
の
古
賀
茂
明
氏
は
「
赤
旗
」
紙
上
で
「
今
回

の
売
却
手
続
き
は
、
官
僚
な
ら
誰
で
も
『
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
だ
』

と
わ
か
り
ま
す
。
『
政
治
の
力
』
な
し
に
、
官
僚
た
ち
が
こ
ん

な
に
必
死
に
な
っ
て
動
く
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と
。
こ
の
法

人
の
理
事
長
は
改
憲
右
翼
団
体
「
日
本
会
議
」
大
阪
の
代
表
委

員
で
、
ア
ベ
首
相
も
「
私
の
考
え
方
に
非
常
に
共
鳴
し
て
い
る

方
」
と
述
べ
、
昭
恵
夫
人
は
開
校
す
る
私
立
小
学
校
の
名
誉
校

長
だ
っ
た
が
騒
ぎ
が
大
き
く
な
り
辞
任
、
ア
ベ
首
相
も
「
し
つ

こ
い
」
「
レ
ッ
テ
ル
張
り
」
と
理
事
長
を
攻
撃
す
る
答
弁
。
だ

が
同
学
園
が
運
営
す
る
塚
本
幼
稚
園
で
は
園
児
に
戦
前
の
「
教

育
勅
語
」
暗
唱
や
、
園
の
運
動
会
で
「
ア
べ
首
相
が
ん
ば
れ
」

と
教
育
基
本
法
違
反
の
大
合
唱
場
面
も
テ
レ
ビ
で
園
児
に
モ

ザ
イ
ク
か
け
て
放
送
さ
れ
ビ
ッ
ク
リ
。
こ
ん
な
不
快
な
学
校
法

人
な
ん
て
不
道
徳
き
わ
ま
り
な
い
。
首
相
夫
妻
が
高
く
持
ち
上

げ
た
の
だ
か
ら
そ
の
道
義
的
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。 

今
、
日
本
中
か
ら
「
辞
め
ろ
」
の
声
が
集
中
す
る
稲
田
防
衛

相
も
感
謝
状
を
贈
っ
て
い
る
と
か
。
「
闇
」
の
本
丸
の
連
中
は

宮
本
衆
院
議
員
（
写
真
下
）
の
追
及
に
、
「
資
料
は
廃
棄
」
と

か
「
記
憶
に
な
い
」
と
誤
魔
化
す
が
、
ア
ベ
政
権
の
根
底
を
揺

さ
ぶ
る
問
題
と
し
て
徹
底
解
明
が
必
要
で
す
。（
編
集
室
） 

  

２月２６日、大阪府豊中市で街

頭演説の後メディアから取材を

受ける宮本岳志衆院議員（左） 

 

 

政
府
が
今
国
会
へ
の
提
出
を
狙

う
「
共
謀
罪
」
法
案
の
内
容
は
「
テ

ロ
等
準
備
罪
」
と
い
う
宣
伝
を
し

て
い
ま
す
が
、
犯
罪
の
要
件
に
は 

「
テ
ロ
目
的
」
な
ど
の
記
載
は
全

く
あ
り
ま
せ
ん
。
原
案
で
は
「
共

謀
罪
の
対
象
犯
罪
を
２
７
７
に
絞

り
込
ん
で
い
ま
す
が
、
犯
罪
実
行

の
計
画
・
合
意
だ
け
で
処
罰
す
る

も
の
で
内
心
処
罰
へ
と
国
の
刑
罰

権
を
拡
大
・
大
転
換
を
す
る
も
の
で

す
。
私
た
ち
の
日
常
的
な
会
話
や
通

信
が
監
視
さ
れ
盗
聴
や
内
偵
な

ど
人
権
侵
害
性
の
高
い
捜
査
手

段
が
拡
大
さ
れ
、
警
察
権
が
大
き

く
強
化
さ
れ
ま
す
。 

政
府
は
「
一
般
人
は
対
象
に
な

ら
ず
、
従
来
の
共
謀
罪
と
は
全
く

別
も
の
」
な
ど
と
繰
り
返
し
て

来
ま
し
た
。
原
案
は
「
組
織
的

犯
罪
集
団
」
の
行
為
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
が
、「
組
織
的
犯
罪

集
団
」
の
明
確
な
定
義
は
な
い

こ
と
が
衆
院
予
算
委
員
会
の
質

疑
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

市
民
団
体
な
ど
の
一
般
団
体

が
「
組
織
的
犯
罪
集
団
」
に
性
質

を
一
変
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
と

政
府
は
繰
り
返
し
答
弁
し
て
い

る
事
か
ら
も
、
国
民
を
監
視
す
る

社
会
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

自
由
も
な
く
な
り
ま
す
。
戦
前

の
よ
う
な
怖
い
社
会
に
戻
す
わ

け
に
は
行
き
ま
せ
ん
。
私
は
安
倍

首
相
に
抗
議
の
フ
ア
ツ
ク
ス
を

送
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
の

で
き
る
方
法
で
緊
急
に
声
を
上

げ
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

（
奥
村
の
り
子
） 

 
 

党中央のＨＰからダウ

ンロードできます 

 

 

 

 

「
生
長
の
家
」
が
発
行
し
た
『
人

間
・
神
の
子
は
立
憲
主
義
の
基
礎
―

な
ぜ
安
倍
政
治
で
は
い
け
な
い
の

か
？
』
と
い
う
冊
子
を
読
ん
で
い

る
。
な
か
な
か
面
白
い
こ
と
が
書
か

れ
て
い
て
、
こ
の
団
体
の
現
在
の
ス

タ
ン
ス
が
よ
く
わ
か
る
。
安
倍
政
治

が
独
裁
政
治
に
向
か
っ
て
い
る
と

批
判
し
、
去
年
の
参
議
院
選
挙
で
は

政
権
与
党
を
支
持
し
な
い
と
表
明

し
た
が
、
そ
の
理
由
が
明
快
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
「
生
長
の
家
」
だ
け

で
な
く
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
保
守
政

治
を
支
え
て
き
た
人
々
が
ア
ベ
政

治
に
怒
り
や
不
安
や
不
満
を
つ
の

ら
せ
て
い
る
。
ア
ベ
政
治
が
戦
後
の

「
保
守
」
の
道
か
ら
大
き
く
離
れ
、
暴

走
し
て
い
る
こ
と
に
多
く
の
国
民
は
気

づ
い
て
い
る
。 

 

１
０
億
円
も
す
る
豊
中
市
の
国
有
地

を
タ
ダ
同
然
の
値
段
で
払
い
下
げ
た
問

題
は
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
奇
々
怪
々
な
話

だ
が
、
こ
の
事
件
の
主
な
登
場
人
物
は
、

籠
池
理
事
長
、
安
倍
夫
・
妻
、
稲
田
防

衛
大
臣
、
麻
生
財
務
大
臣
、
下
村
文
部

科
学
大
臣
、
松
井
大
阪
府
知
事
と
、
ど

な
た
も
「
日
本
会
議
」
の
メ
ン
バ
ー
だ

と
い
う
こ
と
だ
。
い
ま
ど
き
「
主
権
在

君
」
の
「
教
育
勅
語
」
を
幼
児
た
ち
に

唱
え
さ
せ
る
な
ど
、
ど
う
考
え
て
も
普

通
じ
ゃ
な
い
。
い
ま
こ
そ
、
思
想
や
宗

教
や
政
治
的
な
立
場
の
違
い
を
こ
え
て

ア
ベ
政
権
を
倒
そ
う
の
声
を
大
き
く

し
、
野
党
連
合
政
権
の
旗
を
掲
げ
よ
う
。 

 


